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ミドリゾウリムシの最適な環境条件

はじめに

予備実験Ⅰ
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クロレラ（vulgaris Beijerinck）と共生しいるミドリゾ
ウリムシ（Paramecium bursaria）は細胞内共生説の研究
材料としてよく使用されている。しかし光と生存の関係
がわかってをらず、ミドリゾウリムシにとっての最適な
環境は解明されていない。本研究では、この関係性を明
らかにしてミドリゾウリムシの効率の良い培養方法を導
くことを目標とする。

（目的）恒明下におけるミドリゾウリムシの
生存率を調べる。

（方法）シャーレ内から無作為に10枚の写真を撮り。そ
の写真内で数えられるミドリゾウリムシの平均をとる。
（図１）インキュベータ内で、照度530lx,光度48fc,光合成
光量子束密度9.3ppfdの条件下で観察した。

（結果）下の表２のとおり、ある程度の期間生存するこ
とがわかった。
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予備実験Ⅱ

（目的）恒暗下におけるミドリゾウリムシの
生存率を調べる。

（方法）セルを使用し光を完全に遮断した状態（図３）
で観察する。セルから0,4ml取り出しその中にあるミドリ
ゾウリムシの数を数えたので予備実験Ⅰよりも母数が大
きくなっている。（0lx,0fc,0ppfd）
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表２

（結果）餌がない状態（A,B,C）で恒暗下におくと個
体数は減少傾向に見られた。一方で餌がある状態
（a,b,c）では光がないにも関わらず極端な増加傾向
を示した。（表４,５,６）

0 4 7 10

A 19 15 10 8

B 19 0 4 4

C 19 11 10 7

0 4 7 10

a 66 86 165 209

b 44 156 88 229

c 22 75 95 149

表４（餌なし） 表５（餌あり）
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表６のように餌
の有無、光の有無
によってこのよう
な差異が極端に生
じる。このことか
らミドリゾウリム
シには光もしくは
餌となるものが必
要である。

本実験Ⅰ

表７

予備実験の結果か
ら光がミドリゾウリ
ムシの生存条件の一
つであることが判明
した。ここからは光
をいろいろな角度か
ら調節していく。

（表７）はクロロフィルa、bにおけるそれぞれの光度に
おける光の吸収量を示している。このグラフから波長が
約440または約650nmのとき光合成が活発である。このグ
ラフの傾向がその光の条件下におけるミドリゾウリムシ
の生存個体数と正の相関関係を持つかどうかを検証する。

今後の展望

本実験Ⅰで述べたようにまずは光度との関係を検証する。
しかし仮説として私たちは、正の相関関係を持たないと
考えている。光合成と光の関係性で必要な要素がもう一
つある。それは照度である、照度によってミドリゾウリ
ムシの個体数は大きく変化すると考える。理由として挙
げることができることはゾウリムシ（ミドリゾウリムシ
は不明）が光走性を持っており、それは照度の大小に対
応する。餌がない状態でのミドリゾウリムシの生存がた
だただクロレラの光合成条件に依存しているわけではな
いのかという仮説のもと研究を進めていきたい。


